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会議の主題に﹁普遍と特殊﹂とおっしゃるが、そもそも普遍の公準は誰がいかなる権限で設定したのか。そこで特殊として市民権を得るためにはいかなる策略が必要か。こうした比較には安定した基準枠の座標設定が必要だが、普遍と特殊との鬩ぎあいにあっては、そうした座標軸そのものが揺らぐ。その具体例の検討である。キリスト教のケノーシス概念と仏教の無との比較可能性については、西田哲学を専門とするコジラ先生が猛然と噛みついてくださり ﹁これで挑発行為だけは目論見どおり達成できた﹂と応答すると、会場は爆笑に包まれた。それにつづき、図書館ホールで簡単な講演を含めた展覧会が催され、最後には学生 ち総出演で日本の唱歌や流行歌のメドレー合唱 なされた。それぞれの世代が留学中の日本で覚えた歌謡に忘 難い記憶を刻ん いた三、
翌日からは、ヴィスワ川河畔の新図書館に会場を移す。会
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ほぼ全員の発表に︵英語で︶コメントを加える機会を得たが、紙幅の都合のため、ここに再録する余裕はない。
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最終日には、また旧図書館に会場を戻し、まず芥川賞作
家、川上弘美さんによる日本語講演﹁古典文学を現代文学の中によみがえらせる﹂ 。小学校時代から古典など苦手だった筆者がいかにしてここに至ったのかの、衒いない明解なお話。日本の自然観照の例として﹁立ち待ち月﹂ 居待ち月﹂﹁寝待ち月﹂ ﹁更け待ち月﹂に触れ、月齢の歩みと生活時間との親密な対話が喚起される。ふ イスラーム圏で経験したラマダーンの季節の月の出を思い出した。作品へのサイン会には学生たちの長蛇の列 でき、川上さんはひとりひとりと丁寧に言葉を交わしておられた。二日目の合間には新図書館に設けられた茶室・懐庵で 接待にご相伴させて頂いた。最終日には俳句の実作演習もあって盛り上がり、評判を呼んだ夕刻からは、
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pan 。東日本大震災の慰霊を事とする企画だが、日本から巡
業中の五〇名 のぼる合唱隊 歌声に聴衆も和し、忘れ難いフィナーレとなった。
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